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議事の経過       

 発 言 者  議題・発言内容・決定事項                   

事務局    ただいまより、第３回上尾市市民活動推進協議会を開催いたします。 

本日は、①市民活動団体向けアンケート調査結果の分析及び検討 

②第４次上尾市市民活動推進計画の進捗管理方法の検討 

について行いたいと思います。それでは、事務局の方から資料の確認をお 

願いします。 

 

事務局    ①第４次上尾市市民活動推進計画 

  ②市民活動に関するアンケート調査について 

③市民活動に関するアンケート調査結果に対する意見回答書一覧 

④第３回上尾市市民活動推進協議会 次第 

⑤前年度進捗管理資料（抜粋） 

⑥進捗管理方法（案） 

以上でございます。 

 

事務局     本日の会議は、上尾市市民活動推進協議会条例第７条の２「協議会は、

委員の過半数が出席しなければ、会議を開くとこができない。」の要件を満

たしていることを、ご報告いたします。 

それでは、次第に沿いまして進めさせていただきます。 

 はじめに若原会長より、ごあいさつをいただきたいと存じます。 

 

会長    （あいさつ） 

 

事務局    ありがとうございました。これ以降の進行は、協議会規定により、若原 

会長にお願いいたします。 

 

会長      それでは、私の方で進行してまいります。ご協力よろしくお願いします。 

本日の会議は公開となっております。事務局に確認しますが、本日傍聴希

望者はいますか。 

 

事務局     本日、傍聴希望者はおりません。 

 

会長      それでは、次第３ 本日の議題（１）市民活動団体向けアンケート調査

結果の分析及び検討に入りたいと思います。事務局よりアンケート結果の

報告をお願いします。 

 

事務局    （事務局説明） 資料によりアンケート調査結果報告及び説明 

 

会長    ただ今の事務局の説明で、何かご意見等はありますか。 

 

委員     アンケート調査の目的に要望を把握し今後の市民活動の活性化につなげ

ていくとありますが、団体の方から駐車場が欲しいとの意見ありました。

現在のセンターは駅前で便利な所はありますが、車が必要な方も多いと思
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います。せめてサービス券みたいな形での対応はできないのですか。お金

がないからできないで済ませてしまっては、改善にならないと思います。

また、担い手の問題で公開講座を行うのは、良い取り組みだと思います。セ

ンターで開催している体験教室の参加者で新しい団体を立ち上げ、それを

支援してあげれば若い方が活動を始めようとなるのかなと思いました。む

すびんに載っていた「かいぼり」も同様だと思います。 

 

事務局     駐車場の件ですが、駐輪場を設けた時もかなりの金額がかかっていま

す。駐車場となるともっとかかると思われます。お金がないからできない

と言うのは回答になりませんが、現状だと本庁の駐車場を使っていただき

たいと考えております。新しい団体につきましては、マジック体験教室で

初心者グループができ、団体登録した事例があります。 

 

会長     これは、大事なことだと思います。活動をスタートするにはきっかけが

必要でそこをとらえて活動を支援していくその点は意識して欲しいと思い

ます。 

 

事務局     「かいぼり」の件ですが、みどり公園課が所管しており情報が来ないの

で、もっと横のつながりがあればよいと考えています。 

 

委員     職員の協働の取り組みへの啓発で研修などをしたりしてるので、各所管

課で協働の形で市民を巻き込んで行政課題を解決していく形ができていれ

ばセンターが直接関係しなくてもできると思います。 

 

会長     所管課への支援も考えていった方が良いと思います。その役割がセンタ

ーにあると思いますので、意識して欲しいと思います。 

 

委員     公民館などでやっている教室を数回やってもらってその中から新しいグ

ループができたのをいくつか知っています。そのサークルが協働事業をし

ていく一連の流れが必要で、いきなりサークルをやってくださいとか協働

事業をやってくださいは無理なのできっかけが必要です。メリットのある

きっかけを皆さんに提供しないと増えていかないと思います。行政側もこ

んなことをやりたいと市民に声掛けし、行政の方から積極的にやって欲し

いです。 

新たな活動と言うことで、今回不登校の団体さんが２つ入ったし、単身

の男女が多いのでそういう若い人達がグループを作るきっかけ作りができ

たらいいと思います。また、情報を PRして欲しいとの意見が多いのですが、

センターが Xで PRしているのを見たことがないです。もっと載せてあげて

SNSをもっと活用したらと思います。センターで発行している情報紙「むす

びん」は凄く良いのですが、紙媒体で特定の人しか読まないので、もったい

ないと思います。もっとみんなが読めるようにして欲しいと思います。 

 

事務局     X の件ですが、最近は団体情報をかなり載せています。掲示依頼書にも

X に掲載するか否かを記入する欄を設けました。今後は団体情報が載ると

思います。また、Xには登録団体以外でも掲載は可能です。 
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会長  公民館との連携ですが、前から思っていましたがもっとあっても良いの

ではと思います。先ほどお話がでましたが、新しいグループが講座から派

生するとか、もともと活動している団体から派生することがあると思うの

ですごく大事なきっかけとなるので連携を取った方が良いと思います。 

また、各所管課からテーマがでてきてそれを要項に載せて反応を待つだ

けではなく、市民の主体性を掘り起こしたり、こちらから働きかけていか

ないと出てこないと思います。そのテーマの公民館講座をやってみるとか

積極的な働きかけがあった方が良い気がしますので、そのあたりの連携と

か取り組みあっても良いと思います。 

 

委員     今度、公開講座を開催すると言うことで、担い手不足や会の継続などが

だんだん解決していくのだと思ったのですが、参加する方々が高齢の方が

多いと話がありました。私の職域で行っている講座も高齢者が多いです。

しかし真面目にきちんと講座を受けて、これからこういうことをやりたい

とか意欲がある方が沢山います。若い人たちの団体を作るとか、講座から

派生した団体を作るとか関心があるからもっと広げたいということも大事

ですが、きちんと働いてきて、これから頑張ろうと言う方はもう 70歳ぐら

いになっています。そういう意味で、時代に合い、その人にあった支援もこ

れからは必要だと思います。 

 

事務局     確かに今回の公開講座の申し込み年齢を見ると高齢の方が多いですが、

講座を受けたいという意欲が大切で、その方たちのためにも続けないとい

けないと感じます。 

 

副会長    今回のアンケート結果については、どのように公表するのですか。 

 

事務局  情報紙「むすびん」に簡略化して掲載しようと思っています。 

 

副会長    ＨＰには、このまま公開した方が良いと思います。70 代の方々も活躍し

ていることを知らせたいし、同年代が頑張っていると分かってもらいたい

と思います。 

 

事務局     回答には、商業施設の名称などが記載されているので、このまま公開は

できませんが、ＨＰでも公開するようにします。 

 

委員     なるべく多くの人にみてもらう方が良いです。 

 

会長     アンケートについてはよろしいですか。 

       それでは、続いて第４次上尾市市民活動推進計画の進捗管理方法の検討に

ついて事務局から説明をお願いします。 

 

事務局   （事務局説明） 

 

会長     確認ですが、議論するのは評価シートですか。今までと比べると、評価の

A、B、Cが入っていて、それに変更した方がよいではないかと言うことです

か。それでは、進捗管理の方法にご意見ご質問がある方お願いします。 
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委員     第４次上尾市市民活動推進計画の中の基本目標で、協働のまちづくり事

業の推進があります。報告会は重要なので時間をかけてやりますとお話し

がありました。この事業は補助金事業なので成果などを確認することが協

議会の仕事だと言うことは分かります。しかし、この事業自体はこの計画

の一部として位置付けられています。事務局から進捗評価に時間をかけな

いようにとのことでしたが、報告会では、団体にわかりやすくきちんとま

とめていただき、そこに時間をかけず圧縮し、きちんと進捗評価ができる

ようにするにはどうしたれば良いのかを各委員からご意見などをだしてい

ただくことが、この協議会の位置付けなのかと思います。また、センターが

協働事業のマッチングをしており、行政提案は４件と言う目標値がありま

したが、実際の市民の方からの申請が何件あったか成果指標としてあがっ

ていないようにみえたのでその辺の確認をしたいです。 

 

事務局     第３次計画の中では協働事業が何件かは成果指標として入っていませ

ん。第４次計画の中で成果指標としては、協働のまちづくり推進事業補助

金申請数があります。計画書 18ページの協働事業の申請件数６件が目標値

です。 

 

委員     第 4 次計画の方は、市民の方から何件の申請があったことが成果指標と

してでているのですね。 

 

事務局     はい。 

 

会長     これは、第 4 次計画で改正された点ということで、18 ページに載ってい

て、21 ページは従来型の提案した数ですね。成果指標が一つ増えたと言う

ことですね。今の点はよろしいですか。前半の所でご意見のあった進捗管

理や評価にかける時間とかどのように議論するのかの部分ですが、みなさ

んいかがですか。単に時間を短くするのは不十分でなないかと言うことで

すが。 

 

事務局     団体が行った事業の発表の時間は充実した方が良いので、進捗管理と評

価の時間を短くできないかなと言う意味です。 

 

会長     現在同時開催していますが、報告会と評価で 2 回行っても良いと思いま

す。 

 

事務局     なかなか全員が集まる時間も難しいこともあり、できたら 1回で終わら

せたいと思います。 

 

会長     個人的な問題意識ですが、第 4 次計画を作るときに第 3 次計画を総括す

る議論が全くなかったことがありました。毎年評価については、A、B、Cで

終わっていたと思います。そうすると文言を整理することぐらいしかない

ので、そういうやり方だと上手く進まないと思います。PDCA の C の部分で

すが、報告会のついでにやるのではなくしっかり議論する時間を取った方

が良いと思います。皆さんどうですか。また、評価シートですが、新しく A、
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B、C が入るということは良いですが、取り組み実績として書かれていると

ころが何をやってどういう成果があり、どういう課題が残ったのか、なぜ

なのかを検証されていないとこの場で資料を渡されても議論ができないと

思います、なので、議論を効率的に進めるのであれば事務局内での自己点

検を丁寧にやることが必要だと思います。そしてわかるものを資料として

出してもらい、それを事前にもらいそのうえで議論するのであれば、短い

時間の中でも質の高い議論ができると思います。その点を検討した方が良

いのではと思います。例えば、一つの事業に一枚で、それがどういう目的の

事業であり、成果指標は何であってそれについて今年度はこれをした。そ

して成果が出た。そして課題が残った。そしてその課題を検証して次の年

に何をするかが書かれている。今あげた項目は、咄嗟に私の頭の中で考え

たものですので精査をした方が良いと思いますが、例えばそのような要領

で評価できたらと思います。作られたものがしっかりあれば、集中した質

の高い審議ができると思います。そこを検討してください。PDCA を回すと

言うことはこういうことだと思います。 

 

事務局     分かりました。検討します。 

 

会長     他はいかがでしょうか。 

 

委員     昨年の評価についても A、B、C でどこまでしたら A なのかそういう質問

がでたと思います。資料の方に順調、おおむね順調、やや遅れとでています

が、もっと端的に数字で表し 80％ぐらいできたら A だとか、そういうこと

を話していてそのまま終わってしまった記憶があります。これでもいける

と思うのですが、少し曖昧だと思います。それがこういう形ででてきたと

言うことで良いのですか。去年と変わってないと思うのですが。 

 

会長     今のご意見は、進捗状況の A、B、Cの基準が曖昧ではないかという点を

今後どうするかうことですね。すべて数字で表せるものでないと思うの

で、少なくとも例えば Bを付けた場合その根拠が説明されていると言うこ

とが重要だと思います。そういう中で議論できるようにしていただくこと

が必要です。 

 

事務局     評価のやり方が良くわからなくてすみません。 

 

会長     あとで相談しましょう。他はいかがでしょうか。 

 

事務局     先ほど話がでました、報告会と評価を別の日の行うことについて、皆さ

ん可能でしょうか。もし、別に開催するとなると翌月になっていますと思

われますが、大丈夫でしょうか。 

 

委員     4 月に評価をしたとしたら、4 月から協働事業の募集をはじめるので、

評価が反映できないと思います。タイミング的に今年度中に行わないとだ

めだと思います。 

 

委員     時間がかかっても今まで通り一日で集中して行った方が良いと思いま
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す。ただし、会長が言ったようにしていただき、みなさんご無理なければ

そうした方が良いと思います。 

 

委員     しっかりした資料を事前に作っていただければ大丈夫です。 

 

委員     事前に見る時間があれば大丈夫だと思います。頑張りましょう。 

 

会長     では、他はよろしいでしょか。なければ議題（３）のその他について説

明をお願いします。 

 

事務局     次回、令和６年度協働事業報告会及び第４回上尾市市民活動推進協議会

は３月２１日（木）午後１時３０分から上尾公民館２０１講座室で開催予

定です。その他については以上です。 

 

会長     ただ今の事務局の説明で、何かご意見等はありますか。なければこれで、 

すべての議事が決しました。進行を司会にお返しいたします。 

 

事務局     ありがとうございました。それでは、最後に副会長から閉会のごあいさ

つをいただきたいと思います。 

 

副会長   （副会長 閉会あいさつ） 

 

事務局    ありがとうございました。以上をもちまして、第３回上尾市市民活動推進

協議会を閉会いたします。委員の皆様、お疲れ様でした。 

 

閉会 

 

 


